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〇 基礎理化学

前半は理学療法を学ぶ上で必要な理科系知識を振り
返る。後半は理学療法士に特に必要となる力学につい
て物理学的な基礎知識から学び、それをどのように用
いて人体の運動を理解するのかを手順に従って学ぶ。

１
前

30 2 〇 〇 〇

〇 医療概論

医療倫理と生命倫理の基本原則について、歴史的社
会的及び哲学的な側面から概説する。医療倫理と生
命倫理をさまざまなトピックに即して考察する。特
に先端医療をめぐる倫理的諸問題について取り扱
う。医療と社会のかかわりについて考える。

１
通

60 4 〇 〇 〇

〇
コミュニケーショ
ン論

医療従事者のコミュニケーションは、チーム医療の要で
あり、患者とのコミュニケーションは、治療効果や患者
満足度に大きな影響を与える。本科目では、理学療法
士として総合病院4年間、一般病院9年間、介護老人保
健施設13年間の実務経験を活かした授業で、コミュニ
ケーションの基本的スキルを身に付ける。演習及び傾
聴の意味を理解し、医療人・社会人として必要な基本的
態度を学び、コミュニケーション能力を身につける。

１
前

30 2 〇 〇 〇

〇 心理学
演習形式を取り入れながら、幅広く学び、科学とし
ての心理学の持つ方法論、研究内容、日常生活への
応用などについて理解を深める。

１
前

30 2 〇 〇 〇

〇 人間発達学
子どもの発達を通し、運動獲得の過程を学び動作獲得
のための運動療法実施のための背景に役立つように
学習を進める。

１
前

15 1 〇 〇 〇

〇 情報統計論Ⅰ
パソコンを用いた報告書を作成する能力を身につける。
また、理学療法実践者として、先人たちの記述した論文
を検索できる。

１
前

15 1 〇 〇 〇

〇 情報統計論Ⅱ

理学療法実践者として臨床に活かす統計学について
解説する。大量のデータの中に存在する法則性を見
出し、それらを解釈し意思決定に役立てることがで
きるために、必要な基本を学ぶ。

１
後

30 1 〇 〇 〇

〇 基礎運動学Ⅰ

骨、筋肉、靭帯、その他の軟部組織からなる関節構成
体の動きの仕組みについて基礎から学ぶ。上肢・下肢・
体幹の関節運動の仕組み、および、筋活動と運動や姿
勢との関連について知識を深める。

１
前

30 1 〇 〇 〇

〇 基礎運動学Ⅱ

身体の運動、動作をそれを生じる力やトルクの視点で
説明する力学の一分野である身体運動学（キネシオロ
ジー）や各関節の運動学を通して、内力外力、モーメン
ト、支持基底面等について学ぶ。

２
前

30 1 〇 〇 〇

〇 医療基礎統合論
これまで学んだ科目（特に解剖学）の学習をフォローす
る目的で概略を学び直す

１
後

60 2 〇 〇 〇
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〇
人体構造機能
学Ⅰ

生体内外の種々の変化に適応して生体全体として調
和のとれた生命現象を勉強し、この状態を保つため
の神経系と体液性調節による機能を勉強する。

１
通

60 4 〇 〇 〇

〇
人体構造機能
学Ⅱ

理学療法の臨床において必須となる運動器
（骨・関節・靱帯・骨格筋）の解剖学的特徴
を解説する。

１
前

60 4 〇 〇 〇

〇
人体構造機能
学Ⅲ

理学療法の臨床において必須となる神経系
（中枢神経系、末梢神経系）ならびに内臓系
（循環器、呼吸器、消化器、泌尿生殖器）の
解剖学的特徴を解説する。

１
後

60 2 〇 〇 〇

〇
人体構造機能学
Ⅳ

循環器、呼吸器に関する構造と機能を学び、理学療法
実践者としての基礎的な知識を身につける

１
後

15 1 〇 〇 〇

〇
人体構造機能演
習

骨・靭帯・筋・神経・動脈について、模型のデッサンや触
診技術を通じて、周囲の組織との位置関係をより深く学
んでいく。また、触診を演習するに至っては、理学療法
士としてのコミュニケーションの一端も学んでいく。

１
前

30 1 〇 〇 〇

〇 基礎病態論
代表的な疾患について、その疾患に関する各論的な
深い知識と、その際に生じる総論的な現象について
理解する。

１
後

30 2 〇 〇 〇

〇 臨床心理学
心理的問題を持つ人の臨床心理的アセスメン
トと心理的援助方法を解説する。

１
前

30 2 〇 〇 〇

〇 精神疾患論
リハビリテーションを実施するうえで必要な
精神疾患の病態・診断・治療に関する基本的
知識を習得する。

１
後

30 2 〇 〇 〇

〇 整形障害論
リハビリテーションで対象となる運動器障害の整形
外科疾患の病態と治療について理解を深めていく。

２
通

60 2 〇 〇 〇

〇 内部障害論

循環器、呼吸器疾患は分かりやすいが、代謝疾患、
免疫疾患、多臓器疾患、DICなどは全身疾患であ
る。これらを一つのまとまりある疾患として理解
し、さらに高齢化も考慮し社会参加を促進すること
を目的とする。

２
通

60 2 〇 〇 〇

〇 神経障害論
神経障害の患者の症状の理解とリハビリテー
ションの関連性について理解を深める。

２
通

60 2 〇 〇 〇

〇 発達障害論

頻度の高い小児疾患の病態と疾患の特徴を理解し，
それらに対する対応を系統的かつ全人的に学ぶ。さ
らに，障害を有した小児に対する医学的な評価法と
理学療法の概略を学ぶ。

２
前

30 2 〇 〇 〇

〇 老年学
老年学では、加齢に伴う心身の変化や、高齢
者で問題になることが多い症候、病態、疾病
について学ぶ。

１
後

30 1 〇 〇 〇

〇
リハビリテーショ
ン概論

リハビリテーションの概念を理解する。また、学んできた
基礎医学とリハビリテーションの関連についても取り組
む。

１
通

60 2 〇 〇 〇

〇 多職種連携論

医療の枠にとらわれず、これから健康・医療・福祉の専
門職を目指すものとして、対象者を中心としたチーム医
療の意義、多職種間のコミュニケーションの知識・技術
およびその重要性を学ぶ。

３
前

30 2 〇 〇 〇



〇 生活環境論

障害者や高齢者が、回復・維持された身体機能を有効
に活用するためには、社会的環境に広く目を向けること
は重要である。生活環境論では、そのための基本的な
理念と知識について学習する。

２
前

30 2 〇 〇 〇

〇 運動療法総論
実務経験の理学療法士を中心に、機能障害に対する
運動療法を学ぶ。

２
通

60 2 〇 〇 〇

〇 基礎理学療法学
機能障害に対する運動療法を学ぶ実習で行う評価技
術を実践できるようにする。

３
前

30 1 〇 〇 〇

〇 臨床運動学
基本動作をはじめ歩行のシークエンスでバイオメカニク
スを学び、動作・歩行分析の理解を深めていく。

２
後

30 1 〇 〇 〇

〇 理学療法管理学
組織の能力を最大限に発揮させるための具体的な管
理・教育について系統的に学び、リハビリテーション部
門の管理について理解を深める。（栄養管理含む。）

３
前

30 2 〇 〇 〇

〇
理学療法評価学
Ⅰ

検査測定についての種類、目的、方法について学ぶ。
本講義では関節可動域測定、Ｄａｎｉｅｌｓらの徒手筋力検
査、四肢長・周径を中心に実施し、その検査の目的や
結果の解釈について理解する。

１
通

150 5 〇 〇 〇

〇
理学療法評価学
Ⅱ

各症例情報をもとに基礎的知識の確認し、障害像から
評価項目の立案、評価方法の検討、さらに正確性・再
現性・妥当性のある理学療法評価の実施、評価結果の
解釈について展開していく（画像含む）。

２
通

150 5 〇 〇 〇

〇
整形障害理学療
法Ⅰ

機能障害に対する運動療法を学ぶ。整形障害領域の
理学療法における基礎的な評価の意味と、理学療法プ
ログラムの選択について、機能形態学・運動機能学の
観点から説明ができるようになることを目的とする（画
像含む）。

２
後

30 1 〇 〇 〇

〇
整形障害理学療
法Ⅱ

整形障害領域の理学療法における基礎的な評価の意
味と、理学療法プログラムの選択について、機能形態
学・運動機能学の観点から説明ができるようになること
を目的とする（画像含む）。

３
前

60 2 〇 〇 〇

〇
神経障害理学療
法Ⅰ

解剖学・神経内科学で学んだ中枢神経疾患に関する知
識を整理・再確認をし、さらに理学療法との関係や意義
を理解する。

２
後

30 1 〇 〇 〇

〇
神経障害理学療
法Ⅱ

中枢神経障害病態生理を理解し、機能回復のための
基本的な理学療法についての知識を身につけること
を目標とする（画像含む）。

３
前

60 2 〇 〇 〇

〇
内部障害理学療
法Ⅰ

基礎的な解剖、生理、内科学の知識を確認しながら理
学療法を実践できるよう学んでいく。（画像含む）。

２
通

60 2 〇 〇 〇

〇
内部障害理学療
法Ⅱ

基礎的な解剖、生理、内科学の知識を確認しながら理
学療法を実践できるよう学んでいく。（画像含む。排痰・
喀痰吸引法含む）。

３
前

30 1 〇 〇 〇

〇 物理療法学

基本的な物理刺激が、物理療法として人体にどのよう
に働くのかを理解し、各治療法の適応・禁忌・注意点を
理解する。

２
後

45 3 〇 〇 〇

〇 義肢学
様々な義肢の適応と特性、ソケットの適合と義肢の
アライメントについて理解することを目標とする。

３
前

30 2 〇 〇 〇



〇 装具学
様々な装具の適応と特性、セッティングについて理解す
ることを目標とする。

２
後

30 2 〇 〇 〇

〇 理学療法技術論
理学療法士として必要とされる知識を総合的に学習し、
これまで学習した知識の整理、応用について学習す
る。

４
通

420 14 〇 〇 〇

〇 理学療法治療学
スポーツ疾患などを中心とした整形外科領域の理学療
法治療と、高次脳機能障害を中心とした中枢神経系理
学療法治療について学ぶ。

４
前

30 1 〇 〇 〇

〇 卒業論文
理学療法領域における研究法を学び、論文を作成す
る。

４
前

60 2 〇 〇 〇

〇
日常生活活動学
Ⅰ

リハビリテーションの重要な概念である在宅生活の環
境の中で、ADLの概念とQOL・代表的な評価指標・ADL
指導について理解を深める。

２
後

30 1 〇 〇 〇

〇
日常生活活動学
Ⅱ

日常生活活動学Ⅰで学習した内容を基に各疾患毎の
ADL指導の実際について理解を深める。

３
前

45 3 〇 〇 〇

〇
地域理学療法学
Ⅰ

地域リハビリテーションの理念、歴史を理解し、介護保
険法や関連法規を学び、地域で実践されているサービ
スについての理解を深めていく。

３
後

15 1 〇 〇 〇

〇
地域理学療法学
Ⅱ

地域リハビリテーションの中で、理学療法士が行う実践
活動を見学する。また、グループワークを通して、模擬
症例に対する介護保険サービスの利用を考え、知識を
整理する。

４
前

15 1 〇 〇 〇

〇 臨床実習Ⅰ
学外実習および理学療法士が担当する検査・測定の実
技体験学習を実施する。実習の包括的な指導および学
習・評価を行う。

２
後

45 1 〇 〇 〇 〇

〇 臨床実習Ⅱ
学外実習および理学療法士が担当する検査・測定の実
技体験学習を実施する。実習の包括的な指導および学
習・評価を行う。

２
通

45 1 〇 〇 〇 〇

〇 臨床実習Ⅲ

実習指導者のもとで検査・測定の技術を確実にするとと
もに、患者のもつ諸問題のうち理学療法の適応となる
問題を把握するため、評価結果から問題点を抽出でき
るようにすることを目的とする。

３
後

315 7 〇 〇 〇 〇

〇 臨床実習Ⅳ
目標設定・治療計画立案・基本的理学療法手段の実施
という一連の流れができることを目的とする。また、これ
まで学んだ知識・技術を応用することを目的とする。

３
後

315 7 〇 〇 〇 〇

〇 臨床実習Ⅳ

目標設定・治療計画立案・基本的理学療法手段の実施
という一連の流れを、内容を深めて実施することを目的
とする。また、これまで学んだ知識・技術を応用すること
を目的とする。

４
前

315 7 〇 〇 〇 〇

53科目

卒業要件：本校に4年以上在籍し、全科目を履修し認定を受けること。
履修方法：履修単位制。授業科目を履修して試験に合格すれば科目認定を与えられ

１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 19週

（留意事項）

3,480単位時間( 128単位)

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

卒業要件及び履修方法 授業期間等

合計


